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澁
澤
敬
三
の
民
俗
学
―
そ
の
方
法
と
可
能
性

　
　

石
垣
　
悟

　
　
　

一
、
は
じ
め
に

　

こ
こ
数
年
、
某
大
学
で
「
民
俗
学
」
を
非
常
勤
で
講
義
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
る
。
講
義
名
が
「
民
俗
学
」
な
の
で
、
日
本
の
民
俗
学
の
起
ち
上
が

り
と
展
開
を
話
し
、
柳
田
國
男
や
折
口
信
夫
を
は
じ
め
と
し
た
先
学
の
仕

事
か
ら
方
法
や
視
座
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
澁
澤
敬
三
に
も

触
れ
て
い
る
が
、
き
っ
か
け
は
当
該
科
目
が
学
芸
員
資
格
に
関
わ
る
た
め

配
慮
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
。そ
の
た
め
、い
ざ
整
理
し
て
み
る
と
、

敬
三
の
学
問
を
意
識
的
に
検
討
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
、

敬
三
の
構
想
し
た
民
俗
学
と
は
何
だ
っ
た
の
か
考
え
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

敬
三
に
つ
い
て
は
、
澁
澤
栄
一
の
嫡
孫
、
戦
前
・
戦
後
を
代
表
す
る
財

界
人
、
財
界
と
学
界
の
二
足
の
草
鞋
を
履
い
た
特
異
な
人
物
、
そ
し
て
多

く
の
研
究
者
を
援
助
し
た
偉
大
な
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
、
そ
の
人
生
や
為
人

を
評
し
た
も
の
は
み
ら
れ
た
が
（
代
表
的
成
果
は
佐
野
一
九
九
六
・

一
九
九
八
な
ど
）、
学
問
的
、
特
に
民
俗
学
か
ら
理
論
的
検
討
を
加
え
た

も
の
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
。
民
俗
学
系
の
辞
典
類
を
み
て
も
、『
日
本

民
俗
事
典
』（
一
九
七
二
・
弘
文
堂
）や『
日
本
民
俗
大
辞
典
』（
一
九
九
九
・

吉
川
弘
文
館
）は
略
歴
を
記
す
に
留
ま
り
、民
俗
学
の
展
開
に
深
く
関
わ
っ
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た
人
物
二
十
三
人
を
取
り
上
げ
た
『
日
本
民
俗
学
の
エ
ッ
セ
ン
ス
』

（
一
九
七
九
・
ぺ
り
か
ん
社
）
も
、
そ
の
人
物
像
と
業
績
を
簡
単
に
整
理

し
て
い
る
程
度
で
、
重
要
性
は
指
摘
さ
れ
る
も
の
の
、
十
分
な
学
的
検
討

が
加
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

そ
う
し
た
中
、
二
〇
〇
二
年
に
横
浜
市
歴
史
博
物
館
が
企
画
展
で
敬
三

を
取
り
上
げ
、
人
生
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
学
問
の
可
能
性
を
追
求
し
、

日
本
民
具
学
会
も
敬
三
の
仕
事
か
ら
民
具
研
究
の
歴
史
と
方
法
を
整
理
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
さ
ら
に
、
敬
三
の
没
後
五
十
年
に
あ
た

る
二
〇
一
三
年
に
は
、
再
び
日
本
民
具
学
会
が
敬
三
の
民
具
研
究
に
関
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、
国
立
民
族
学
博
物
館
が
特
別
展
を
開
催
し
、
翌

二
〇
一
四
年
に
も
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
が
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
渋
沢
敬
三
の
資
料
学
―
日
常
史
の
構
築
」
を
開
催
す
る
な
ど
敬
三

の
学
問
へ
の
接
近
が
活
発
化
し
て
き
た
。

　

そ
の
点
で
近
年
、
日
本
の
民
俗
学
の
学
史
を
詳
細
か
つ
簡
潔
に
ま
と
め

た
新
谷
尚
紀
が
、
民
俗
学
を
柳
田
國
男
が
創
生
し
、
折
口
信
夫
と
澁
澤
敬

三
が
協
力
し
て
育
て
た
学
問
と
評
し
、
柳
田
と
敬
三
の
常
民
観
を
比
較
検

討
し
て
い
る
点
は
敬
三
の
学
的
評
価
を
本
格
化
さ
せ
る
重
要
な
動
き
と
い

え
よ
う
（
新
谷
二
〇
一
一
）。
ま
た
、
折
口
信
夫
に
つ
い
て
精
力
的
に
研

究
成
果
を
発
表
し
て
い
る
小
川
直
之
が
、
関
連
し
て
敬
三
の
研
究
法
、
特

に
画
像
の
扱
い
に
つ
い
て
「
描
か
れ
た
画
像
を
見
な
が
ら
民
俗
を
発
見
し

て
い
く
作
業
」
に
よ
り
「
定
型
的
な
、
伝
承
さ
れ
て
い
る
生
活
様
式
を
見

い
出
し
て
い
く
研
究
」
と
評
し
て
い
る
点
な
ど
も
注
目
さ
れ
る
（
小
川

二
〇
〇
四　

一
〇
三
頁
）。

　

拙
稿
で
は
、
こ
う
し
た
先
学
の
成
果
を
眺
め
つ
つ
、
敬
三
の
著
作
に
改

め
て
注
目
し
て
敬
三
の
構
想
し
た
民
俗
学
の
方
法
と
可
能
性
を
検
討
し
、

そ
れ
が
柳
田
や
折
口
の
民
俗
学
と
並
び
う
る
「
も
う
一
つ
の
民
俗
学
」
と

し
て
の
学
的
意
義
を
も
つ
こ
と
を
確
認
し
た
い
。

　
　
　

二
、
学
問
的
視
座

　

最
初
に
敬
三
の
学
問
的
な
視
座
を
確
認
し
た
い
。
敬
三
の
学
問
を
、
有

賀
喜
左
衛
門
は
「
柳
田
の
開
い
た
道
を
絶
え
ず
眺
め
つ
つ
、
柳
田
が
拓
き

残
し
た
原
野
に
自
分
の
道
を
開
こ
う
と
し
て
来
た
」
と
評
し
（
有
賀

一
九
七
六　

一
五
六
頁
）、
福
田
ア
ジ
オ
も
「
柳
田
國
男
の
民
俗
学
を
意

識
し
て
組
み
立
て
ら
れ
」
つ
つ
も
、「
柳
田
の
民
俗
学
を
逸
脱
し
、
新
た

な
方
向
に
向
か
お
う
と
し
て
」
い
た
と
い
う
（
福
田
二
〇
〇
二　

 

八
二

頁
）。
ま
た
佐
藤
健
二
は
、
鹿
野
政
直
の
い
う
「
民
間
学
」
の
「
生
活
」

と
い
う
キ
ー
に
注
目
し
、
敬
三
の
学
問
を
柳
田
民
俗
学
と
並
ぶ
「
も
う
一

つ
の
民
間
学
」
と
位
置
付
け
る
（
佐
藤
二
〇
一
四
）。

　

柳
田
が
、
当
時
の
史
学
を
相
対
化
し
な
が
ら
民
俗
学
を
起
ち
上
げ
た
こ
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と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。「
歴
史
と
い
ふ
知
識
は
既
に
発
端
に
於
て
、

行
く
ゝ
政
治
史
を
以
て
其
主
流
と
す
べ
き
傾
向
を
具
へ
て
居
た
」「
歴
史

は
其
文
字
の
表
面
に
は
無
く
て
、
寧
ろ
全
然
筆
を
下
さ
れ
な
い
裏
面
が
、

人
を
教
へ
又
考
へ
さ
せ
る
」
と
い
う
よ
う
に
（
柳
田
一
九
四
四　

一
二
～

一
五
頁
）、
そ
れ
は
人
々
の
普
段
の
生
活
に
関
す
る
歴
史
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
柳
田
の
歴
史
観
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
敬
三
も
ま
た

史
学
を
批
判
す
る
。「
我
が
国
の
過
去
の
歴
史
的
記
録
労
作
を
顧
み
る
と
、

殆
ど
全
て
が
自
慢
史
ば
か
り
」
と
し
て
「
失
敗
史
は
書
け
ぬ
も
の
か
」
と

い
い
（
澁
澤
一
九
五
三　

四
八
～
四
九
頁
）、
成
功
の
歴
史
ば
か
り
が
記

録
さ
れ
た
国
史
に
対
し
て
文
字
で
残
さ
れ
な
か
っ
た
失
敗
の
歴
史
を
描
く

必
要
性
を
指
摘
す
る
。
柳
田
と
敬
三
の
歴
史
観
は
微
妙
な
相
違
も
見
せ
る

が
、
当
時
の
文
献
偏
重
の
史
学
・
国
史
を
相
対
化
し
な
が
ら
視
座
を
獲
得

し
て
い
た
共
通
性
は
注
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　

で
は
、
文
字
で
十
分
残
さ
れ
な
か
っ
た
歴
史
に
接
近
す
る
視
座
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。
民
間
学
を
主
題
、
担
い
手
、
方
法
、
文
体
と
い
う
四

つ
の
論
点
か
ら
整
理
し
た
佐
藤
健
二
は
、
民
間
学
を
、
生
活
と
い
う
主
題

に
つ
い
て
生
活
者
の
営
み
か
ら
接
近
す
る
方
法
に
則
り
、
日
常
語
と
い
う

身
近
な
文
体
で
記
述
す
る
学
問
と
す
る
（
佐
藤
二
〇
一
四
）。
生
活
に
軸

足
を
お
く
と
い
う
こ
と
は
、
生
活
者
の
視
点
か
ら
の
生
活
を
描
く
こ
と
で

あ
る
。
敬
三
は
、
生
活
者
を
「
常
民
」
と
呼
ん
だ
。
敬
三
は
、
柳
田
と
と

も
に
「
常
民
」
の
語
を
早
く
か
ら
用
い
た
人
物
で
も
あ
る
。
た
だ
、
敬
三

の
「
常
民
」
は
、
柳
田
の
そ
れ
と
質
を
異
に
し
（
有
賀
一
九
七
六
、
新
谷

二
〇
一
一
）、
単
純
明
快
に
庶
民
を
指
し
た
か
ら
、
文
字
に
十
分
残
さ
れ

な
か
っ
た
「
歴
史
」
の
具
体
を
、「
常
民
」
＝
庶
民
の
視
点
か
ら
描
こ
う

と
し
た
の
が
敬
三
の
学
問
の
基
本
的
視
座
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
　
　

三
、
調
査
対
象

㈠
民
具

　

こ
う
し
た
視
座
で
敬
三
が
調
査
対
象
と
し
た
も
の
は
何
だ
っ
た
の
か
。

柳
田
は
、
主
に
「（
語
り
を
含
む
）
言
葉
」
を
手
掛
か
り
に
究
極
的
に
は

生
活
者
の
心
意
に
迫
ろ
う
と
し
た
が
（
石
垣
二
〇
一
六
）、
敬
三
が
手
掛

か
り
と
し
た
の
は
民
具
、
文
献
、
図
像
、
言
葉
の
四
つ
で
、
そ
れ
ら
を
民

具
を
中
心
に
総
合
的
に
扱
っ
た
と
考
え
た
い
。

　

敬
三
は
、
民
具
を
「
我
々
の
同
胞
が
日
常
生
活
の
必
要
か
ら
技
術
的
に

作
り
出
し
た
身
辺
卑
近
の
道
具
」
と
定
義
し
、「
我
々
祖
先
の
心
を
如
実

に
示
現
し
て
い
る
点
に
奇
し
き
統
一
が
あ
」
り
、「
全
体
の
一
部
と
し
て

見
て
、
こ
れ
を
作
っ
た
人
々
の
心
を
見
つ
め
」
る
と
し
て
調
査
対
象
の
中

心
に
据
え
た
（
澁
澤
一
九
三
三　

一
六
～
一
七
頁
）。
柳
田
が
生
活
の
言
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葉
の
向
こ
う
に
心
意
を
み
た
の
に
対
し
、
敬
三
は
生
活
の
物
の
向
こ
う
に

心
意
を
み
た
の
で
あ
る
。

　

敬
三
の
民
具
研
究
の
淵
源
は
、
ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
の
活
動
、
特

に
初
期
の
玩
具
や
達
磨
の
研
究
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
玩
具
や
達
磨
を
学
的

資
料
と
し
て
扱
う
こ
と
で
、
地
域
性
・
分
布
や
系
統
、
信
仰
、
製
作
動
機
、

伝
播
な
ど
へ
接
近
す
る
試
み
で
あ
り
、
当
時
流
行
し
て
い
た
玩
具
収
集

ブ
ー
ム
と
は
明
確
に
一
線
を
画
し
た
。

　

そ
の
後
、
敬
三
は
玩
具
や
達
磨
の
研
究
を
失
敗
と
位
置
付
け
、
生
活
や

生
産
に
直
結
す
る
用
具
類
へ
と
対
象
を
移
す
。
そ
の
中
で
民
具
を
収
集
・

調
査
す
る
指
針
と
し
て
整
理
し
た
の
が
、『
蒐
集
物
目
安
』（
一
九
三
〇
年
）

や
『
民
具
採
集
調
査
要
目
』（
一
九
三
六
年
）
で
あ
っ
た
。『
蒐
集
物
目
安
』

は
、
早
川
孝
太
郎
が
中
心
と
な
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
が
、
敬
三
の
意
向
が

反
映
さ
れ
た
と
み
て
い
い
。
そ
こ
で
は
民
具
の
収
集
・
調
査
を
「
庶
民
生

活
ヲ
中
心
ト
ス
ル
文
化
史
ノ
研
究
」
と
し
、「
發
生
ノ
原
因
ト
カ
、
使
用

價
値
ノ
變
遷
即
チ
改
良
又
ハ
退
化
等
ノ
過
程
ヲ
知
ル
ベ
キ
準
備
ノ
下
ニ
、

ソ
ノ
用
途
ノ
實
際
、
材
料
ノ
如
何
、
製
作
様
式
等
ニ
關
點
ヲ
置
イ
テ
、
一

方
ニ
ハ
地
方
的
ニ
存
在
ノ
意
義
ヲ
開
明
ス
ル
為
ニ
努
メ
テ
、
採
集
地
、
名

稱
又
ハ
使
用
者
所
持
人
ト
ノ
關
係
ヲ
モ
明
ラ
カ
ニ
」
す
る
と
さ
れ
た
。

　
『
民
具
採
集
調
査
要
目
』
は
、『
採
集
物
目
安
』
を
改
訂
し
た
も
の
で
、

名
称
、
採
集
・
採
集
地
、
製
作
・
製
作
地
、
材
料
、
使
用
・
使
用
地
、
分

布
、
由
来
の
九
つ
の
調
査
項
目
が
明
示
さ
れ
、
民
具
を
「
衣
食
住
に
関
す

る
も
の
」「
生
業
に
関
す
る
も
の
」「
通
信
運
搬
に
関
す
る
も
の
」「
団
体

生
活
に
関
す
る
も
の
」「
儀
礼
に
関
す
る
も
の
」「
信
仰
・
行
事
に
関
す
る

も
の
」「
娯
楽
遊
戯
に
関
す
る
も
の
」「
玩
具
・
縁
起
物
」
の
八
つ
に
分
類

し
た
。

　

玩
具
・
達
磨
か
ら
民
具
へ
の
移
行
に
つ
い
て
は
、
敬
三
自
身
が
玩
具
研

究
の
失
敗
か
ら
民
具
研
究
へ
進
ん
だ
と
顧
み
る
こ
と
も
あ
っ
て
「
転
換
」

と
み
る
向
き
も
あ
る
が
、
小
川
直
之
が
「
拡
大
」
と
評
し
た
よ
う
に
（
小

川
二
〇
〇
三　

一
頁
）、
学
的
発
展
と
捉
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
玩
具
研
究

の
学
的
見
通
し
が
民
具
研
究
に
も
受
け
継
が
れ
、『
民
具
採
集
調
査
要
目
』

の
八
分
類
に
「
玩
具
・
縁
起
物
」
が
含
ま
れ
る
の
は
そ
の
証
左
で
あ
り
、

玩
具
研
究
は
民
具
研
究
の
初
期
段
階
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

㈡
文
献

　

敬
三
の
学
問
で
は
民
具
が
中
心
的
調
査
対
象
で
あ
っ
た
が
、
い
っ
ぽ
う

で
敬
三
の
関
わ
っ
た
仕
事
を
み
れ
ば
、
民
具
に
限
定
さ
れ
な
い
様
々
な
対

象
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
最
た
る
の
が
文
献
（
文
書
等
）
で
、

自
身
が
初
め
て
手
が
け
て
学
界
へ
向
け
て
出
版
し
た
『
豆
州
内
浦
漁
民
史

料
』
も
文
献
の
集
成
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
網
元
・
大
川
家
を
は
じ
め
と

し
た
漁
家
に
伝
え
ら
れ
た
、
中
世
か
ら
の
膨
大
な
文
書
群
で
、
一
九
三
二

年
、
敬
三
が
長
期
滞
在
し
た
伊
豆
内
浦
で
発
見
し
た
。
敬
三
は
、
早
川
や
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祝
宮
静
ら
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
内
浦
の
漁
業
制
度
や
漁
業
の
歴
史
を
記

す
こ
の
文
書
群
の
整
理
に
没
頭
し
、『
豆
州
内
浦
漁
民
史
料
』
全
四
巻

（
一
九
三
七
～
三
九
年
）
と
し
て
出
版
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
文
献
は
、
当
時
の
史
学
の
扱
っ
た
中
央
為
政
者
の
記
録
で
は

な
か
っ
た
点
で
注
目
さ
れ
る
が
、い
っ
ぽ
う
で
敬
三
が「
地
図
を
開
か
ず
、

ま
た
実
地
を
見
な
い
な
ら
、
あ
の
国
立
公
園
に
も
一
度
は
擬
せ
ら
れ
と
し

た
駿
河
湾
の
絶
景
は
想
像
も
で
き
な
い
」「
常
に
見
る
も
の
常
に
為
す
こ

と
は
記
録
さ
れ
ず
何
事
か
の
事
件
の
み
書
き
残
さ
れ
る
歴
史
の
影
を
ま
ざ

ま
ざ
と
見
せ
て
い
る
如
き
気
が
す
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
点
は
注
意
を
要

す
る
（
澁
澤
一
九
三
七
―
一　

五
七
八
～
五
七
九
頁
）。
文
献
の
重
要
性

を
認
め
つ
つ
も
、
そ
の
記
述
が
限
定
的
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
点
は
見

逃
せ
な
い
。

㈢
図
像

　

書
か
れ
た
文
献
と
並
ん
で
敬
三
が
注
目
し
た
の
が
描
か
れ
た
図
像
で
あ

る
。
今
日
、
絵
巻
物
な
ど
を
資
料
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
は
ご
く
普
通
に

み
ら
れ
る
が
、
図
像
に
美
術
的
価
値
と
異
な
る
学
術
的
価
値
を
見
出
し
た

点
は
当
時
と
し
て
は
斬
新
で
あ
っ
た
。敬
三
は
、図
像
か
ら
貴
族
や
僧
侶
、

武
家
な
ど
上
層
階
級
に
関
す
る
部
分
を
除
け
ば
、「
当
時
の
常
民
の
生
活

記
録
」
が
浮
き
彫
り
に
な
る
と
し
、
図
像
が
庶
民
生
活
の
一
端
を
知
る
一

級
資
料
で
あ
る
と
み
た
（
澁
澤
一
九
四
一　

六
〇
七
頁
）。
そ
れ
は
、
言

葉
へ
着
目
す
る
こ
と
で
上
層
階
級
で
は
な
い
平
民
の
歴
史
の
描
写
を
構
想

し
た
柳
田
と
根
を
同
じ
に
す
る
。

　

図
像
は
、民
具
と
の
絡
み
で
い
え
ば
、民
具
が
い
つ
、ど
の
よ
う
な
人
々

に
、
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
た
か
を
、
あ
る
面
で
文
献
以
上
に
具
体

に
知
る
手
掛
か
り
を
与
え
て
く
れ
た
。
一
九
四
〇
年
に
は
絵
巻
物
研
究
会

が
起
ち
上
げ
ら
れ
、「
絵
引
」
と
い
う
独
特
の
発
想
で
『
絵
巻
物
に
よ
る

日
本
常
民
生
活
絵
引
』
全
五
巻
（
一
九
六
五
～
六
八
年
・
角
川
書
店
）
が

編
ま
れ
た
。

㈣
言
葉

　

敬
三
は
、
柳
田
の
重
視
し
た
言
葉
へ
も
配
慮
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
態

度
は
、
言
葉
を
重
視
し
つ
つ
も
言
葉
に
拘
泥
せ
ず
に
そ
こ
か
ら
社
会
経
済

全
体
に
目
を
向
け
る
も
の
で
あ
り
、そ
れ
故
に
言
葉
だ
け
で
完
結
さ
せ
ず
、

時
に
言
葉
以
上
に
実
物
・
実
態
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

柳
田
の
言
葉
へ
の
態
度
は
、『
蝸
牛
考
』（
一
九
三
〇
年
）
に
代
表
さ
れ

る
。
全
国
の
蝸
牛
の
呼
称
を
集
め
、
デ
デ
ム
シ
系
、
マ
イ
マ
イ
系
、
カ
タ

ツ
ム
リ
系
、
ナ
メ
ク
ジ
系
、
ツ
ブ
リ
系
に
分
類
し
て
地
図
上
に
プ
ロ
ッ
ト

す
る
と
、
各
系
統
が
同
心
円
を
描
き
（
周
圏
論
）、
そ
れ
が
呼
称
の
変
遷

を
示
す
（
重
出
立
証
法
）。
そ
の
資
料
操
作
と
分
析
は
見
事
と
い
え
、『
蝸

牛
考
』
以
外
で
も
、
同
じ
音
の
言
葉
、
同
じ
意
味
の
言
葉
を
集
め
て
比
較

す
る
こ
と
で
事
象
の
歴
史
的
本
質
に
迫
る
論
理
展
開
は
多
い
。
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い
っ
ぽ
う
敬
三
の
言
葉
へ
の
態
度
は
、
魚
名
研
究
に
象
徴
さ
れ
る
。

一
九
二
七
年
よ
り
本
格
的
に
取
り
掛
か
っ
た
魚
名
に
関
す
る
膨
大
な
資
料

の
整
理
は
、『
日
本
魚
名
の
研
究
』（
一
九
五
九
・
角
川
書
店
）
と
し
て
上

梓
さ
れ
た
。
こ
の
中
で
「
生
物
の
一
つ
で
あ
る
魚
類
の
存
在
は
自
然
現
象

で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
魚
名
は
人
と
魚
と
の
交
渉
の
結
果
成
立
し
た
社
会

的
所
産
で
あ
る
」
と
い
い
（
渋
澤
一
九
五
九　

一
一
頁
）、
延
喜
式
な
ど

の
各
種
文
献
も
用
い
な
が
ら
、
魚
名
の
み
な
ら
ず
、
漁
撈
法
、
加
工
法
、

製
品
の
用
途
、
産
地
、
さ
ら
に
は
神
饌
と
の
関
わ
り
な
ど
、
魚
に
纏
わ
る

様
々
な
情
報
を
整
理
す
る
。
敬
三
は
、
一
種
の
魚
が
い
く
つ
も
の
名
前
を

も
つ
こ
と
に
つ
い
て
、
人
と
魚
と
の
社
会
経
済
的
な
関
係
が
命
名
に
大
き

な
意
味
を
も
つ
と
指
摘
す
る
。

　

要
す
る
に
、
柳
田
が
生
物
と
し
て
の
蝸
牛
の
言
葉
（
命
名
）
を
扱
っ
た

の
に
対
し
、
敬
三
は
社
会
的
産
物
と
し
て
の
魚
の
言
葉
（
命
名
）
を
対
象

と
し
た
。
結
果
、
言
葉
の
相
違
を
、
柳
田
は
地
理
的
分
布
か
ら
変
遷
に
結

び
つ
け
、
敬
三
は
社
会
経
済
的
背
景
に
結
び
つ
け
た（

1
（

。

　

こ
の
よ
う
に
敬
三
は
、民
具
、文
献
、図
像
、言
葉
、い
わ
ば「
物
」「
字
」

「
絵
」「
言
」
の
四
者
を
総
合
的
に
扱
っ
た
。
加
え
て
四
者
は
、
民
具
と
そ

れ
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
や
歴
史
を
中
心
と
し
、
そ
れ
ら
を
よ
り
正
確
か

つ
深
く
理
解
す
る
た
め
に
文
献
、
図
像
、
言
葉
も
用
い
る
と
い
う
関
係
に

あ
っ
た
。そ
の
典
型
的
な
成
果
で
あ
り
一
つ
の
到
達
点
で
も
あ
っ
た
の
が
、

『
所
謂
足
半
に
就
い
て
（
豫
報
）』（
一
九
三
六
年
）
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

収
集
し
た
足
半
三
四
七
点
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
文
献
や
図
像
か
ら
足
半

が
い
つ
か
ら
、ど
の
よ
う
な
人
が
使
っ
て
き
た
か
と
い
う
史
的
情
報
を
得
、

言
葉
か
ら
そ
の
呼
称
や
使
用
法
、
製
作
法
等
の
情
報
を
得
て
い
る
。

　
　
　

四
、
実
物
・
実
態
の
重
視

　

民
具
を
中
心
に
お
く
態
度
は
、
実
物
重
視
の
態
度
に
他
な
ら
な
い
。『
所

謂
足
半
に
就
い
て
（
豫
報
）』
で
民
具
は
「
直
接
具
體
的
な
る
標
本
資
料
」

と
さ
れ
、「
間
接
抽
象
的
な
る
資
料
」
の
文
献
や
図
像
と
明
確
に
区
別
さ

れ
る
（
ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
一
九
三
六　

五
八
頁
）。
言
葉
に
つ
い

て
は
触
れ
ら
れ
な
い
が
、
言
葉
も
ま
た
「
間
接
抽
象
的
な
る
資
料
」
と
い

え
よ
う
。
敬
三
は
、
魚
名
の
方
言
に
関
し
て
「
実
は
何
の
魚
を
指
す
か
解

ら
な
い
場
合
が
多
い
」
か
ら
「
魚
の
実
体
と
ア
ス
デ
イ
テ
ィ
フ
ァ
イ
さ
れ

て
い
る
魚
の
方
言
」
を
集
め
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
（
澁
澤
一
九
四
一　

六
一
一
頁
）。「
方
言
」
と
「
実
体
」
を
照
合
す
る
。
何
気
な
い
こ
と
だ
が
、

こ
こ
に
敬
三
の
学
的
方
法
の
本
質
が
あ
る
。

　

敬
三
は
、
当
時
の
民
俗
学
に
つ
い
て
「
素
人
で
あ
る
か
ら
よ
く
は
解
ら

な
い
が
」
と
断
り
つ
つ
、「
民
俗
学
に
、
今
ま
で
生
物
学
的
と
で
も
云
い

た
い
よ
う
な
実
証
的
研
究
法
が
あ
ま
り
用
い
ら
れ
て
お
ら
ぬ
こ
と
を
い
さ
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さ
か
不
満
に
思
」
い
「
ア
チ
ッ
ク
で
民
俗
品
（
筆
者
注
・
民
具
の
こ
と
）

を
採
集
す
る
こ
と
の
意
義
を
自
ら
悟
っ
た
」。
そ
し
て
「
方
言
の
研
究
に

し
て
も
、仮
名
だ
け
で
集
め
た
時
の
危
険
は
想
像
以
上
で
、ビ
ク
と
い
い
、

カ
ゴ
と
い
い
、
フ
ゴ
と
い
い
、
モ
ッ
コ
と
い
い
、
そ
の
何
れ
に
し
て
も
実

物
な
し
で
は
本
体
の
解
ら
ぬ
も
の
が
多
い
」
と
述
べ
、「
仮
名
や
文
字
の

上
だ
け
で
幾
ら
集
め
て
議
論
し
て
も
、
実
は
始
ま
ら
な
い
」「
実
物
が
出

て
き
て
初
め
て
そ
の
生
活
の
技
術
な
り
態
様
な
り
、
ま
た
そ
の
奥
の
思
考

に
気
の
つ
く
も
の
は
沢
山
あ
る
」「
実
物
が
物
を
云
う
所
も
あ
る
」
と
い

う
（
澁
澤
一
九
三
三　

一
四
～
一
六
頁
）。

　

言
葉
の
重
要
性
を
認
め
つ
つ
も
実
物
を
よ
り
重
視
す
る
姿
勢
は
、文
献
、

図
像
、言
葉
を
併
用
す
る
こ
と
で
、民
具
を
取
り
巻
く
事
象
も
包
含
す
る
。

一
九
三
五
年
の
新
潟
県
糸
魚
川
で
の
製
塩
調
査
で
は
、
専
売
制
導
入
に
よ

り
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
揚
浜
製
塩
に
関
し
、
聞
き
取
り
に
合
わ
せ
て

民
具
を
用
い
た
実
際
を
再
現
し
て
も
ら
っ
て
資
料
化
に
努
め
、「
タ
レ
集

約
の
操
作
は
残
存
せ
る
器
具
を
用
い
て
の
仮
演
出
に
よ
り
よ
く
了
解
出
来

た
」
と
い
う
（
澁
澤
一
九
四
三　

三
三
五
頁
）。
ま
た
、
早
川
の
花
祭
調

査
を
支
援
す
る
い
っ
ぽ
う
、
自
身
も
「
花
狂
い
」
と
称
す
る
ほ
ど
何
度
も

現
地
に
赴
い
て
花
祭
を
実
見
し
た
。

　

実
物
・
実
態
に
拘
る
敬
三
の
姿
勢
で
注
意
す
べ
き
は
、
対
象
を
そ
れ
の

み
で
完
結
す
る
と
は
み
な
い
こ
と
で
あ
る
。
敬
三
は
、
一
九
三
〇
年
、
自

宅
改
築
と
早
川
の
『
花
祭
』
刊
行
を
記
念
し
て
現
愛
知
県
東
栄
町
奈
根
中

在
家
の
花
祭
を
自
宅
に
招
い
た
が
、『
花
祭
』
に
つ
い
て
「
社
会
経
済
史

的
な
裏
付
が
な
か
っ
た
」
点
を
「
物
足
ら
ぬ
感
じ
」
と
評
し
、
自
宅
公
演

も
「
三
河
の
奥
へ
わ
ざ
わ
ざ
行
っ
て
ま
で
も
と
思
わ
れ
る
方
々
に
。
花
祭

の
抜
粋
篇

4

4

4

で
そ
の
概
念
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
と
思
っ
た
」
と
い
う
（
澁
澤

一
九
三
三　

一
四
頁
）。
敬
三
に
と
っ
て
の
花
祭
は
、
あ
く
ま
で
実
社
会

の
中
で
幾
世
代
に
も
わ
た
っ
て
持
ち
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
に
他
な
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
敬
三
の
実
物
・
実
態
へ
の
拘
り
は
、
祖
父
・
栄
一
の
実
業
精
神

を
学
問
面
で
継
承
し
て
実
践
・
展
開
さ
せ
た
も
の
と
い
う
佐
藤
健
二
の
指

摘
は
恐
ら
く
正
し
い
。
し
か
も
佐
藤
は
、
栄
一
の
実
業
論
に
農
民
性
を
読

み
取
り
、
そ
の
淵
源
を
埼
玉
県
血
洗
島
村
の
百
姓
と
い
う
出
自
に
求
め
る

（
佐
藤
二
〇
一
四
）、
類
似
の
指
摘
は
有
賀
喜
左
衛
門
も
し
て
お
り
（
有
賀

一
九
七
六
）、
そ
れ
は
当
時
の
時
代
背
景
と
照
ら
し
て
も
興
味
深
い（

2
（

。

　
　
　

五
、「
み
る
」
と
い
う
方
法

　

民
具
、
文
献
、
図
像
、
言
葉
を
手
掛
か
り
に
実
物
・
実
態
に
迫
る
た
め

に
採
ら
れ
た
方
法
は
、「
み
る
」
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
い
う
「
み
る
」
は

正
確
に
把
握
し
て
記
録
す
る
姿
勢
で
あ
り
、
柳
田
の
位
置
付
け
た
「
み
る
」
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と
は
質
を
異
に
す
る
。
柳
田
は
『
民
間
伝
承
論
』（
一
九
三
四
年
）
や
『
郷

土
生
活
の
研
究
法
』（
一
九
三
五
年
）
で
、
民
俗
学
の
扱
う
資
料
を
「
目

に
映
ず
る
」「
有
形
文
化
」、「
耳
に
聞
こ
え
る
言
語
資
料
」、「
最
も
微
妙

な
心
意
感
覚
に
訴
え
て
始
め
て
理
解
で
き
る
」「
心
意
現
象
」
の
三
つ
に

分
類
す
る
。
こ
の
分
類
は
、
調
査
者
と
調
査
地
と
の
関
係
性
を
示
す
と
同

時
に
資
料
の
重
要
度
で
も
あ
り
、「
心
意
現
象
」
が
「
骨
子
、
即
ち
生
活

意
識
」
と
し
て
重
視
さ
れ
る
一
方
で
、「
有
形
文
化
」
は
、
旅
人
も
容
易

に
採
集
で
き
る
「
外
形
か
ら
見
た
だ
け
で
理
解
し
得
る
事
實
」
と
し
て
軽

視
さ
れ
た
。

　

柳
田
の
「
み
る
」
に
対
し
、
敬
三
の
「
み
る
」
は
、「
目
に
映
ず
る
」

受
動
的
な
「
み
る
」
で
は
な
く
、
積
極
的
に
情
報
を
獲
得
し
よ
う
す
る
主

体
的
行
為
と
し
て
の
「
み
る
」
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
そ
れ
は
、
肉
眼
は

も
と
よ
り
、
最
新
機
器
も
用
い
、
ま
た
複
数
人
の
目
で
な
さ
れ
、
そ
れ
に

よ
っ
て
可
能
な
限
り
正
確
か
つ
客
観
性
の
高
い
情
報
を
得
よ
う
と
す
る

「
み
る
」
で
あ
っ
た
。

　

肉
眼
で
「
み
る
」
方
法
は
、
民
具
を
じ
っ
く
り
観
察
し
て
ス
ケ
ッ
チ
や

計
測
に
よ
っ
て
正
確
に
把
握
す
る
基
本
的
行
為
で
あ
る
。
敬
三
の
周
辺
で

民
具
の
観
察
に
あ
た
っ
た
人
物
に
、
宮
本
勢
助
や
早
川
孝
太
郎
、
今
和
次

郎
な
ど
画
家
や
建
築
を
志
し
た
絵
心
あ
る
人
物
が
多
か
っ
た
の
も
、
肉
眼

で
「
み
る
」
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
「
み
る
」
に
は
肉
眼
の
み
な
ら
ず
最
新
機
器
も
用
い
ら
れ
た
。
足
半
研

究
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
も
、
癌
研
究
所
に
依
頼
で
き
る
力
が
敬
三
に
あ
っ

た
点
を
差
し
引
い
て
も
、「
み
る
」を
徹
底
し
た
態
度
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。

そ
れ
は
事
象
に
対
し
て
も
同
様
で
、写
真
や
動
画
に
記
録
す
る
と
い
う「
み

る
」
が
積
極
的
に
採
用
さ
れ
た
。
宮
本
常
一
に
写
真
撮
影
を
勧
め
、
自
ら

も
天
竜
川
沿
い
の
荷
物
運
搬
の
習
俗
・
中
馬
に
つ
い
て
現
地
で
再
現
し
て

十
六
ミ
リ
に
収
め
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
事
物
・
事
象
自
体
の
情
報
に
加
え
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
社
会

経
済
的
・
歴
史
的
背
景
を
把
握
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
の
が
文
献
や
図

像
、
そ
し
て
言
葉
で
あ
っ
た
。
文
献
を
読
ん
で
「
み
る
」、
図
像
か
ら
探

し
て
「
み
る
」
と
い
っ
た
多
様
な
「
み
る
」
が
採
用
さ
れ
た
。
特
に
言
葉

を
聞
い
て
「
み
る
」
姿
勢
に
つ
い
て
は
、
民
具
図
彙
の
出
版
計
画
を
振
り

返
っ
た
際
「
我
々
が
民
具
に
対
し
て
持
つ
智
識
の
如
何
に
も
貧
弱
で
あ
る

こ
と
を
自
覚
」
し
た
と
い
い
、
民
具
を
単
な
る
「
物
的
存
在
丈
で
な
く
、

人
と
の
交
渉
、
家
と
の
交
渉
、
村
と
の
交
渉
と
云
ふ
風
に
生
き
た
民
具
と

し
て
見
」
る
た
め
に
「
ま
ず
訊
か
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
述
べ
る
（
澁
澤

一
九
三
七
―
二　

二
五
〇
頁
）。い
つ
、ど
こ
で
、誰
が
、ど
の
よ
う
に
使
っ

た
か
、
ま
た
使
用
者
や
製
作
者
の
ど
の
よ
う
な
思
い
入
れ
が
あ
る
か
、
と

い
っ
た
民
具
の
生
き
た
姿
に
向
き
合
わ
な
い
と
民
具
の
十
分
な
把
握
は
叶

わ
ず
、
従
っ
て
心
意
に
も
近
づ
け
な
い
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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六
、
多
角
的
／
客
観
的
に
「
み
る
」

　
「
み
る
」
に
関
し
て
も
う
一
点
指
摘
し
て
お
く
べ
き
は
、
あ
る
事
物
や

事
象
を
複
数
人
で
「
み
る
」
姿
勢
で
あ
る
。
複
数
人
に
よ
る
調
査
は
、
玩

具
研
究
で
す
で
に
発
揮
さ
れ
て
い
た
。
玩
具
の
テ
ー
マ
を
分
担
し
て
各
人

が
収
集
し
、
責
任
も
っ
て
名
称
や
採
集
地
な
ど
の
情
報
を
付
与
し
た
。
こ

の
積
み
重
ね
が
実
を
結
ん
だ
の
が『
所
謂
足
半
に
就
い
て（
豫
報
）』で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
「
同
一
の
課
題
を
多
数
者
で
手
別
け
を
し
て
研
究
し
て
み
た

い
と
の
願
望
」
か
ら
行
わ
れ
た
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
し
て
は
」「
最
初
の

試
み
で
あ
」
り
（
澁
澤
一
九
三
七
―
二　

一
八
八
頁
）、
敬
三
を
中
心
に

小
川
徹
、
磯
貝
勇
、
宮
本
馨
太
郎
、
高
橋
文
太
郎
、
松
尾
象
一
、
木
川
半

之
丞
の
七
人
で
足
半
と
い
う
一
つ
の
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
だ
。

　

複
数
人
に
よ
る
調
査
に
は
大
き
な
意
義
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
多
角
的
視

点
の
確
保
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
客
観
性
の
担
保
で
あ
る
。
多
角
的
視
点

の
確
保
と
は
視
点
を
狭
め
な
い
こ
と
で
あ
る
。「
と
も
す
る
と
最
初
に
中

心
部
に
来
た
も
の
の
み
に
飛
び
つ
い
て
、
こ
れ
だ
け
を
事
実
と
し
て
他
に

眼
を
動
か
さ
ぬ
こ
と
が
あ
り
が
ち
」
な
よ
う
に
（
澁
澤
一
九
三
七
―
二　

二
五
二
頁
）、
視
点
の
限
定
は
正
確
な
把
握
を
妨
げ
る
こ
と
を
意
味
し
た
。

敬
三
の
携
わ
っ
た
共
同
調
査
に
は
専
門
を
異
に
す
る
人
々
が
参
加
す
る
こ

と
も
多
か
っ
た
。
多
様
な
人
々
の
「
み
る
」
が
多
様
な
情
報
の
獲
得
を
も

た
ら
し
、正
確
な
把
握
を
助
け
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。加
え
て「
人

格
的
に
平
等
に
し
て
相
異
な
っ
た
人
々
の
力
が
仲
良
き
一
群
と
し
て
働
く

時
そ
の
総
和
が
數
學
的
以
上
の
價
値
を
示
す
」
と
い
う
と
き
（
澁
澤

一
九
三
八　

一
三
頁
）、
そ
れ
は
単
な
る
集
ま
り
に
止
ま
ら
な
い
、
相
乗

効
果
的
価
値
を
生
む
可
能
性
も
内
包
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
各
人
の
獲
得

し
た
デ
ー
タ
の
集
積
も
、
単
な
る
集
合
で
は
な
く
、
有
機
的
関
連
を
も
つ

も
の
で
あ
っ
た
。
限
ら
れ
た
分
野
よ
り
も
複
数
分
野
か
ら
「
み
る
」
ほ
う

が
、
把
握
と
理
解
に
厚
み
と
正
確
さ
を
増
す
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
だ
ろ

う
。

　

多
角
的
に
「
み
る
」
は
、
必
然
的
に
客
観
性
も
担
保
す
る
こ
と
に
な
る
。

獲
得
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
、
基
本
的
に
誰
も
が
同
じ
条
件
で
利
用
で
き
る
質

を
備
え
て
お
り
、
調
査
者
が
独
占
的
に
所
持
・
利
用
す
べ
き
で
は
な
く
、

誰
も
が
自
由
か
つ
平
等
に
利
用
す
べ
き
で
あ
っ
た
。「
論
文
を
書
く
の
で

は
な
い
、
資
料
を
学
界
に
提
供
す
る
」「
原
文
書
を
整
理
し
て
他
日
学
者

の
用
に
供
し
得
る
形
に
す
る
こ
と
が
自
分
の
目
的
」（
澁
澤
一
九
三
七
―

一　

五
七
七
頁
）
と
い
う
敬
三
の
発
言
は
、
そ
れ
を
象
徴
し
て
い
た
。
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七
、
二
次
資
料
の
抽
出

　

実
物
・
実
態
を
徹
底
的
に
「
み
る
」
こ
と
で
得
ら
れ
た
客
観
性
の
高
い

デ
ー
タ
は
、
調
査
の
初
期
段
階
に
位
置
す
る
資
料
で
あ
る
。
敬
三
は
、

一
九
四
一
年
の
社
会
経
済
史
学
会
大
会
の
講
演
で「
立
派
な
研
究
の
結
果
」

よ
り「
一
つ
前
の
状
態
に
於
て
素
材
的
な
資
料
を
出
来
る
だ
け
出
版
す
る
」

と
い
っ
た
（
澁
澤
一
九
四
一　

六
〇
六
～
六
〇
七
頁
）。
そ
れ
は
逆
に
い

え
ば
、「
素
材
的
な
資
料
」
は
、
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
く
、
次
の
研
究
・

分
析
に
利
用
さ
れ
て
こ
そ
意
味
を
も
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
民
具
、
文

献
、
図
像
、
言
葉
を
「
み
る
」
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
た
資
料
の
先
に
敬
三

は
何
を
見
て
い
た
の
か
。

　

敬
三
は
、
資
料
が
「
数
多
く
集
積
さ
れ
て
か
ら
後
、
こ
れ
を
通
覧
整
理

し
、
こ
れ
を
考
査
究
明
し
初
め
て
、
第
二
次
資
料
す
な
わ
ち
学
問
的
に
も

の
を
い
う
資
料
が
生
ま
れ
て
く
る
」「
今
後
か
か
る
第
一
次
資
料
を
で
き

る
だ
け
拡
充
し
て
、
も
っ
て
第
二
次
資
料
を
抽
出
し
う
る
よ
う
に
そ
の
土

台
を
大
に
し
、
こ
れ
に
普
遍
的
妥
当
性
を
付
与
せ
し
め
る
」（
澁
澤

一
九
三
七
―
二　

二
五
二
～
二
五
三
頁
）
と
い
い
、
研
究
・
分
析
に
資
す

る
二
次
資
料
を
抽
出
す
る
点
に
も
注
意
を
払
っ
て
い
た
。

　

敬
三
は
、
集
ま
っ
て
き
た
（
特
に
民
具
の
）
デ
ー
タ
の
、
そ
の
先
に
つ

い
て
興
味
深
い
発
言
を
す
る
。「
多
く
集
れ
ば
集
る
ほ
ど
、
そ
れ
が
、
あ

る
統
一
へ
向
っ
て
融
合
し
て
い
く
と
同
時
に
、
そ
こ
に
は
単
一
の
標
本
の

上
か
ら
は
見
出
せ
な
い
、
綜
合
上
の
一
種
の
美
を
感
ず
る
」
と
い
い
、
集

積
に
あ
る
種
の
美
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
美
術
品
の
美
や
民
芸

品
の
用
の
美
の
よ
う
な
単
体
に
見
出
さ
れ
る
美
で
は
な
く
、「
一
つ
一
つ

に
は
随
分
と
汚
ら
し
い
」
が
集
積
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
「
一
種
特
有
の

内
的
美
」
で
あ
っ
た
（
澁
澤
一
九
三
三　

一
六
～
一
七
頁
）。

　

集
積
に
美
を
見
る
点
は
、
敬
三
の
資
料
操
作
を
知
る
う
え
で
の
カ
ギ
と

な
る
。敬
三
は
、玩
具
研
究
で「
各
地
の
玩
具
の
色
彩
を
セ
ク
シ
ョ
ン
ペ
ー

パ
ー
で
表
わ
し
、
そ
の
数
値
を
出
し
て
、
東
北
と
南
方
の
玩
具
を
比
較
し
」

よ
う
と
考
え
た
。
そ
こ
に
は
、「
甲
の
村
で
は
盛
ん
に
玩
具
を
産
み
出
す

の
に
、
そ
の
隣
に
は
全
く
知
ら
ん
顔
を
し
て
い
た
村
が
あ
っ
た
り
す
る
、

そ
の
差
異
の
原
因
に
つ
い
て
と
か
、
ま
た
あ
る
信
仰
に
基
く
特
殊
の
玩
具

や
縁
起
も
の
の
製
作
動
機
と
か
、
或
い
は
玩
具
等
の
地
方
的
分
布
を
見
て

い
る
う
ち
に
、
何
ら
か
の
系
統
を
発
見
し
、
そ
こ
か
ら
そ
の
伝
播
形
式
の

よ
う
な
も
の
が
、
少
し
は
解
り
は
し
ま
い
か
」
と
い
う
問
題
意
識
が
あ
っ

た
（
澁
澤
一
九
三
三　

一
二
頁
）。

　

こ
の
問
題
意
識
は
達
磨
研
究
へ
引
き
継
が
れ
た
。「
関
東
の
達
磨
市
は

鎌
倉
街
道
沿
い
に
分
布
し
て
い
る
の
で
江
戸
文
化
以
前
を
知
る
手
掛
り
に

な
る
の
で
は
な
い
か
」「
発
生
系
統
と
変
化
過
程
を
逐
い
、
ひ
い
て
他
の
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文
化
の
伝
播
移
動
の
型
式
な
り
に
一
つ
の
ヒ
ン
ト
で
も
得
ら
れ
ぬ
も
の

か
」
と
収
集
・
整
理
し
た
結
果
、「
江
戸
文
化
以
前
」
の
把
握
ま
で
は
至

ら
な
か
っ
た
が
、
越
ケ
谷
系
、
所
沢
系
、
八
王
子
系
、
相
模
系
、
豊
岡
系

と
い
う
五
つ
の
系
統
を
見
出
す
。
敬
三
自
身
は
こ
れ
を
「
不
成
功
に
終
っ
」

た
と
顧
み
る
が
、
資
料
操
作
の
結
果
、
系
統
分
類
ま
で
辿
り
つ
い
た
点
は

重
要
で
あ
る
（
澁
澤
一
九
三
三　

一
二
～
一
三
頁
）。

　

集
積
に
は
自
ず
と
比
較
が
伴
う
。
比
べ
る
こ
と
で
様
々
な
可
能
性
が
生

ま
れ
る
。
客
観
性
を
高
め
た
資
料
こ
そ
が
共
通
の
土
俵
で
の
比
較
を
可
能

と
す
る
。
敬
三
は
、
同
一
（
と
考
え
ら
れ
る
）
資
料
を
比
較
し
て
系
統
分

類
す
る
方
法
を
採
っ
た
。「
集
め
て
み
て
す
ぐ
気
の
つ
く
こ
と
は
、例
え
ば
、

動
物
の
種
属
名
の
よ
う
に
、
ワ
ラ
ジ
・
エ
チ
ゴ
エ
ン
シ
ス
と
で
も
名
付
け

た
く
な
る
ほ
ど
、
そ
の
標
準
名
な
り
学
名
な
り
が
欲
し
く
な
る
こ
と
で
あ

る
。
数
量
種
類
が
う
ん
と
集
り
、
そ
の
製
法
仕
法
か
ら
系
統
へ
と
研
究
が

進
む
と
、
動
植
物
に
於
け
る
如
き
自
然
分
類
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
一
種

の
分
類
学
は
成
り
立
つ
と
さ
え
思
わ
れ
る
」（
澁
澤
一
九
三
三　

一
六
頁
）

こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
帰
納
法
で
あ
る
。
具
体
の
現
実
を
積
み
上
げ
て

比
較
し
た
結
果
、
系
統
分
類
さ
れ
る
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
が
敬
三
が
い
っ
た

「
学
問
的
に
も
の
を
い
う
第
二
次
資
料
」
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
の
意
味

で
は
、
敬
三
に
と
っ
て
二
次
資
料
は
、
客
観
性
の
高
い
デ
ー
タ
と
し
て
の

資
料
と
、
そ
こ
か
ら
抽
出
さ
れ
た
分
析
の
足
掛
か
り
と
な
る
資
料
と
の
二

段
階
が
あ
っ
た
。
し
か
も
資
料
操
作
法
自
体
も
、
神
野
善
治
が
「
知
り
た

い
と
思
う
『
テ
ー
マ
』
が
先
行
し
、
方
法
は
あ
と
か
ら
つ
い
て
来
る
」
と

い
い
（
神
野
二
〇
〇
三　

一
二
頁
）、
河
野
通
明
も
「
資
料
に
ぶ
つ
か
っ

て
か
ら
そ
の
都
度
一
番
い
い
方
法
を
考
え
実
行
に
移
し
」
た
と
い
う
よ
う

に
（
河
野
二
〇
〇
三　

二
六
頁
）、
帰
納
的
に
採
用
さ
れ
た
点
で
徹
底
的

に
帰
納
的
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
デ
ー
タ
は
本
格
的
な
分
析
、
す
な
わ
ち

発
生
や
変
遷
、
伝
播
と
い
っ
た
事
物
・
事
象
の
本
質
や
歴
史
に
接
近
す
る

可
能
性
が
開
か
れ
た（

3
（

。

　
　
　

八
、
社
会
経
済
の
重
視

　

集
合
の
美
は
、
比
較
か
ら
系
統
分
類
へ
向
か
う
美
で
あ
る
と
同
時
に
、

有
機
的
関
連
を
通
し
て
社
会
経
済
全
体
を
み
る
美
で
も
あ
っ
た
。敬
三
は
、

民
具
の
収
集
に
関
連
し
て
「
我
々
の
祖
先
が
、
極
め
て
自
然
裡
に
発
明
し

使
用
し
て
き
た
各
種
各
様
の
民
俗
品
の
全
体
を
綜
合
し
て
考
え
た
時
、
そ

こ
に
我
々
の
祖
先
を
切
実
に
観
、
ま
た
そ
の
匂
い
を
強
く
感
じ
、
懐
し
く

思
う
意
味
に
於
て
、
自
分
に
は
、
今
ア
チ
ッ
ク
の
採
集
は
、
そ
の
数
量
に

於
て
た
と
え
僅
少
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
は
今
述
べ
た
全
体
へ
の
一
部
分
で

あ
っ
て
、
し
か
も
、
そ
れ
は
確
か
に
有
機
的
な
一
部
と
し
て
、
血
も
涙
も

通
っ
て
い
る
と
い
う
気
が
し
て
な
ら
な
い
」
と
い
う
（
澁
澤
一
九
三
三　
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一
六
～
一
七
頁
）。

　

ま
た
、「
そ
の
時
代
の
生
活
全
体
、
経
済
生
活
ば
か
り
で
な
く
、
精
神

生
活
、
信
仰
生
活
、
団
体
心
理
、
芸
文
、
表
現
の
流
行
、
そ
の
他
凡
百
の

技
能
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
渾
然
と
し
て
決
し
て
一
つ
一
つ
に
分
れ
て
お

る
も
の
で
は
な
い
」
か
ら
「
単
に
技
術
と
い
う
こ
と
だ
け
を
見
る
と
い
う

の
は
な
く
し
て
、
も
う
少
し
深
い
根
柢
の
中
に
、
人
間
性
な
り
、
そ
の
時

代
な
り
、
所
な
り
、
そ
の
条
件
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
十
分
な
検
討

を
加
え
」
る
べ
き
と
も
い
っ
て
お
り
（
澁
澤
一
九
四
一　

六
一
八
～

六
一
九
頁
）、
民
具
や
そ
の
デ
ー
タ
が
単
体
で
存
す
る
と
み
る
こ
と
に
否

定
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
、
あ
く
ま
で
有
機
的
繋
が
り
を
も
っ
て
生
活

の
中
に
息
づ
い
て
い
る
と
み
た
の
で
あ
る
。

　

有
機
的
関
連
性
に
配
慮
し
つ
つ
生
活
を
み
る
と
は
、
端
的
に
は
事
象
・

事
物
を
社
会
経
済
全
体
の
中
で
捉
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
敬
三
は
、

ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
の
活
動
を
「
民
族
学
的
方
面
及
び
社
会
経
済
史

的
方
面
」
と
「
水
産
史
的
方
面
」
と
い
う
二
部
門
に
分
け
る
が
（
渋
沢

一
九
四
一
）、「
民
族
」
と
「
社
会
経
済
」
を
一
体
と
し
て
い
る
点
は
注
目

さ
れ
る
。『
花
祭
』
に
「
社
会
経
済
史
的
な
裏
付
が
な
か
っ
た
」
点
に
不

満
を
漏
ら
し
（
澁
澤
一
九
三
三　

一
四
頁
）、
自
ら
は
花
祭
を
実
見
し
つ

つ
中
馬
に
興
味
を
抱
い
た
点
は
こ
う
し
た
事
情
を
よ
く
示
す
。

　

こ
う
し
た
敬
三
の
視
点
の
背
景
に
、
日
本
資
本
主
義
の
父
、
澁
澤
栄
一

の
嫡
孫
と
い
う
境
遇
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
関
東
の
織
物
業
の
製

造
技
術
や
販
売
形
態
な
ど
を
扱
っ
た
東
大
の
卒
業
論
文
（
一
九
二
一
年
）、

栄
一
の
生
誕
百
年
を
記
念
し
た
日
本
実
業
史
博
物
館
の
構
想
（
一
九
三
七

年
）
な
ど
は
敬
三
が
社
会
経
済
に
常
に
目
配
り
し
て
い
た
証
左
で
あ
ろ

う（
4
（

。

　
　
　

九
、
生
活
者
／
異
民
族
へ
の
眼
差
し

　

こ
の
社
会
経
済
全
体
へ
の
配
慮
の
延
長
に
、
吉
田
三
郎
の
『
男
鹿
寒
風

山
麓
農
民
手
記
』
や
『
男
鹿
寒
風
山
麓
農
民
日
録
』
な
ど
に
代
表
さ
れ
る

日
誌
類
の
作
成
も
あ
っ
た
。
敬
三
の
「
農
民
、
或
い
は
漁
民
、
こ
う
い
う

本
を
書
い
た
こ
と
の
な
い
人
々
の
本
を
出
版
し
て
み
た
い
」（
澁
澤

一
九
四
一　

六
〇
六
頁
）
と
い
う
思
い
か
ら
進
め
ら
れ
た
出
版
活
動
は
、

地
域
の
生
活
を
ま
る
ご
と
捉
え
る
作
業
で
あ
る
と
と
も
に
、
在
地
の
「
常

民
」
が
自
ら
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
詳
細
に
記
す
と
い
う
、
生
活
者
の
視
点
か

ら
描
か
れ
る
世
界
の
重
視
で
も
あ
っ
た
。

　

生
活
者
の
視
点
の
重
視
は
、
客
観
性
を
追
求
す
る
姿
勢
と
矛
盾
す
る
よ

う
に
も
み
え
る
が
、
心
意
も
含
め
た
生
活
を
ま
る
ご
と
捉
え
よ
う
と
い
う

立
場
か
ら
す
れ
ば
必
ず
し
も
矛
盾
し
な
い
。
佐
藤
健
二
も
、
民
間
学
の
論

点
の
一
つ
、
生
活
者
に
つ
い
て
、
敬
三
の
学
問
で
は
研
究
対
象
で
あ
る
と
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同
時
に
研
究
主
体
で
も
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
お
り
（
佐
藤
二
〇
一
四
）、

そ
こ
に
は
調
査
さ
れ
る
側
に
立
っ
て
物
事
を
み
る
姿
勢
が
敬
三
自
身
の
身

に
つ
い
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

一
九
二
六
年
に
米
穀
大
会
の
出
席
者
に
同
伴
し
て
台
湾
を
訪
れ
た
際

も
、
肥
料
を
施
す
と
却
っ
て
収
量
の
落
ち
る
在
来
種
の
米
を
「
一
大
特
長
」

と
評
し
、「
内
地
種
米
に
よ
っ
て
駆
逐
さ
る
べ
き
も
の
で
な
い
こ
と
を
物

語
る
」
と
述
べ
る
な
ど
、
土
地
の
事
情
に
即
し
て
物
事
を
み
る
柔
軟
な
姿

勢
を
見
せ
る
（
澁
澤
一
九
二
六　

三
八
～
三
九
頁（

5
（

）。

　

そ
し
て
、
こ
の
日
本
列
島
を
超
え
た
生
活
者
／
異
民
族
へ
の
眼
差
し
も

ま
た
、
敬
三
の
学
的
構
想
の
可
能
性
で
あ
っ
た
。
敬
三
に
は
日
本
列
島
を

超
え
た
視
点
で
の
文
章
も
多
く
、
自
身
の
分
野
を
「
民
族
学
」
と
称
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
『
塩
俗
問
答
集
』
を
振
り
返
っ
た
際
も
「
如
上

の
諸
事
象
を
ば
食
塩
を
主
と
し
て
岩
塩
に
依
存
し
た
諸
民
族
間
の
塩
に
対

す
る
心
理
や
民
俗
と
対
比
考
察
し
得
た
ら
、
或
い
は
ま
た
別
の
観
点
か
ら

興
味
あ
る
解
釈
が
自
ず
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
か
も
知
れ
な
い
」（
澁
澤

一
九
四
三　

三
六
二
頁
）
と
、
様
々
な
民
族
と
の
関
わ
り
で
考
え
る
必
要

性
を
指
摘
す
る
。

　

も
ち
ろ
ん
敬
三
自
身
、
台
湾
旅
行
の
際
に
「
本
島
官
民
の
努
力
に
よ
り

今
や
全
く
楽
土
と
化
し
た
」
と
述
べ
る
よ
う
に
（
澁
澤
一
九
二
六　

一
九

頁
）、
日
本
が
朝
鮮
半
島
や
台
湾
を
植
民
地
化
し
、
東
ア
ジ
ア
に
進
出
し

民 具

文 献

言 葉

図 像

読んで「みる」

探して「みる」

肉眼・機器・複数人・・・

「みる」

聞いて「みる」

歴史
（伝播）

社 会
経 済
（地域性）

生活者（常民） ／異民族

東アジアへの眼差し

客観性の高い資料

系統分類 有機的関連

「歴 史」

澁澤敬三の民俗学の調査対象と方法・視座
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つ
つ
あ
っ
た
当
時
の
情
勢
と
、
昭
和
初
期
そ
の
政
治
経
済
の
中
枢
に
い
た

敬
三
の
立
場
を
考
慮
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
そ
れ
を
加
味
し
て
も
な
お
異

民
族
の
文
化
を
文
化
相
対
主
義
的
な
見
方
で
捉
え
て
い
た
点
は
注
目
し
て

よ
い
。

　

特
に
東
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
は
、
朝
鮮
半
島
に
た
び
た
び
旅
行
し
て
「
愛

に
飢
え
た
孤
児
の
感
じ
に
も
似
た
も
の
を
朝
鮮
の
農
民
は
心
の
ど
こ
か
に

持
っ
て
い
る
」
と
朝
鮮
半
島
の
人
々
に
共
感
の
眼
差
し
を
向
け
（
渋
沢

一
九
三
六　

一
八
頁
）、
台
湾
な
ど
の
「
生
蕃
に
対
す
る
学
問
が
、
我
が

国
の
北
に
住
む
も
う
一
つ
の
原
始
民
族
た
る
ア
イ
ヌ
と
同
様
に
研
究
さ

れ
」
る
べ
き
と
主
張
す
る
（
澁
澤
一
九
二
六　

三
八
～
三
九
頁
）。
こ
の

点
は
、
柳
田
が
沖
縄
を
同
一
民
族
・
文
化
と
捉
え
な
が
ら
学
的
形
成
を
図

る
一
方
で
、
朝
鮮
半
島
や
ア
イ
ヌ
へ
の
眼
差
し
の
冷
め
て
い
た
点
と
対
照

的
で
あ
る
。
敬
三
が
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
野
外
博
物
館
ス
カ
ン
セ
ン
を
参
考

に
整
備
し
た
民
族
学
博
物
館
に
ア
イ
ヌ
の
住
宅
を
移
築
し
た
こ
と
、『
ア

イ
ヌ
民
族
研
究
資
料
説
話
』（
一
九
三
六
年
）や『
朝
鮮
多
島
海
旅
行
覚
書
』

（
一
九
三
九
年
）
な
ど
の
出
版
を
支
援
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
ア
チ
ッ
ク

ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
が
収
集
し
て
後
に
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

「
背
負
運
搬
具
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
ア
イ
ヌ
関
係
五
点
の
ほ
か
朝
鮮
半
島

二
点
、
台
湾
六
点
と
い
う
異
民
族
の
背
負
運
搬
具
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

は
、
敬
三
が
東
ア
ジ
ア
で
物
事
を
考
え
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
よ
う
。

　
　
　

十
、
お
わ
り
に

　

澁
澤
敬
三
の
構
想
し
た
学
問
は
、
自
身
が
「
民
俗
学
の
一
部
門
と
し
て

極
め
て
重
要
」（
澁
澤
一
九
三
三　

一
五
～
一
六
頁
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、

民
俗
学
の
一
分
野
と
位
置
付
け
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

そ
の
調
査
対
象
と
方
法
・
視
座
は
、
端
的
に
は
図
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ

う
。
す
な
わ
ち
文
字
で
は
十
分
描
か
れ
な
か
っ
た
生
活
の
具
体
を
、
生
活

者
（
常
民
）
の
視
点
か
ら
描
き
だ
す
と
い
う
基
本
的
視
座
の
も
と
、
民
具
、

文
献
、
図
像
、
言
葉
を
総
合
的
に
扱
う
も
の
で
あ
っ
た
。
中
で
も
中
心
と

さ
れ
た
の
は
民
具
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
的
・
歴
史
的
背
景
で
、

そ
れ
ら
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め
文
献
、図
像
、言
葉
も
不
可
欠
で
あ
っ

た
。

　

民
具
と
い
う
実
物
の
重
視
は
、
敬
三
の
学
的
方
法
の
本
質
と
い
え
、
肉

眼
は
も
と
よ
り
最
新
機
器
で
「
み
る
」、
複
数
人
で
「
み
る
」、
さ
ら
に
文

献
を
読
ん
で
「
み
る
」、
図
像
か
ら
探
し
て
「
み
る
」、
言
葉
を
聞
い
て
「
み

る
」
と
い
う
、
多
様
な
「
み
る
」
の
総
合
的
採
用
に
よ
り
、
可
能
な
限
り

正
確
か
つ
客
観
性
の
高
い
資
料
の
獲
得
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　

客
観
性
の
高
い
資
料
は
有
用
な
資
料
で
あ
り
、
そ
れ
を
集
積
す
る
こ
と
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で
、
比
較
し
て
系
統
分
類
す
る
可
能
性
、
有
機
的
関
連
性
か
ら
社
会
経
済

全
体
を
捉
え
る
可
能
性
を
内
包
し
た
。

　

特
に
社
会
経
済
全
体
へ
の
眼
差
し
は
、
敬
三
の
支
援
し
た
在
地
の
生
活

者
自
身
よ
る
生
活
記
録
に
も
通
じ
、
そ
こ
に
は
生
活
者
の
視
点
と
い
う
視

座
が
改
め
て
透
け
て
見
え
る
。
そ
れ
は
、
異
民
族
の
尊
重
と
い
う
眼
差
し

に
も
通
じ
て
お
り
、
そ
こ
に
ア
イ
ヌ
や
朝
鮮
半
島
、
台
湾
を
含
め
た
東
ア

ジ
ア
で
物
事
を
考
え
る
と
い
う
敬
三
の
学
的
構
想
の
さ
ら
な
る
可
能
性
も

あ
っ
た
。

　

敬
三
の
民
俗
学
の
方
法
と
可
能
性
を
以
上
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
な
ら

ば
、
私
た
ち
は
、
日
本
の
民
俗
学
に
柳
田
や
折
口
の
民
俗
学
な
ど
と
と
も

に
「
も
う
一
つ
の
民
俗
学
」
と
し
て
渋
沢
民
俗
学
が
確
か
に
あ
り
、
そ
れ

が
現
在
も
豊
か
な
可
能
性
を
内
包
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。

注（1
） 

拙
稿
脱
稿
と
前
後
し
て
、
安
室
知
が
柳
田
と
敬
三
の
言
葉
（
命
名
）
の
扱
い
方
を

対
照
的
に
論
じ
て
い
る
。
柳
田
が
言
葉
に
実
態
を
従
属
さ
せ
た
の
に
対
し
、
敬
三

は
実
態
に
こ
だ
わ
っ
て
実
態
か
ら
出
発
し
た
と
し
、
柳
田
の
「
同
種
異
名
（
シ
ノ

ニ
ム
）」
と
敬
三
の
「
同
名
異
種
（
ホ
モ
ニ
ム
）」
と
い
う
興
味
深
い
対
比
を
指
摘

す
る
。
ま
た
敬
三
が
魚
名
を
社
会
的
所
産
と
し
て
扱
っ
た
点
も
明
確
に
指
摘
し
て

い
る
（
安
室
二
〇
一
六　

一
〇
二
～
一
〇
四
頁
）。

（
2
） 

敬
三
の
無
欲
の
人
格
も
、栄
一
の
実
業
精
神
を
受
け
継
い
だ
と
い
う
指
摘
は
多
い
。

そ
れ
は
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
富
国
に
尽
力
し
た
農
村
の
有
力
者
の
精
神
に
通

じ
る
だ
ろ
う
。
明
治
農
政
の
遂
行
に
は
、
官
の
意
向
と
民
の
実
行
が
連
動
す
る
必

要
が
あ
り
、
当
時
の
農
村
の
有
力
者
、
い
わ
ゆ
る
老
農
が
時
に
私
財
を
投
じ
て
没

落
す
る
ほ
ど
の
情
熱
で
そ
の
架
け
橋
と
な
っ
た
（
石
垣
二
〇
〇
九
）。
こ
の
老
農

の
無
欲
の
姿
勢
は
、
そ
の
後
の
寄
生
地
主
と
は
明
ら
か
に
質
を
異
に
す
る
。
そ
れ

は
血
洗
島
村
と
い
う
農
村
の
有
力
者
の
出
で
あ
っ
た
栄
一
の
実
業
精
神
に
も
通

じ
、
敬
三
も
そ
れ
を
受
け
継
い
で
い
た
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
3
） 

佐
藤
健
二
は
、
こ
の
集
合
体
の
「
美
」
を
「
学
問
の
世
界
で
の
社
会
資
本
の
整
備
」

と
い
う
（
佐
藤
二
〇
一
四　

八
五
頁
）。
こ
れ
は
、
学
問
に
資
す
る
資
料
を
提
供

す
る
こ
と
の
重
要
性
を
示
す
指
摘
だ
が
、
同
時
に
有
形
の
民
俗
文
化
財
の
保
護
制

度
に
も
関
わ
る
。
敬
三
は
こ
の
保
護
制
度
の
整
備
に
も
関
与
し
て
お
り
、
保
護
制

度
に
は
資
料
的
価
値
の
重
要
性
を
公
に
宣
言
す
る
面
も
あ
っ
た
。そ
の
意
味
で
は
、

佐
藤
も
い
う
よ
う
に
、
指
定
文
化
財
の
情
報
や
分
類
が
研
究
に
必
ず
し
も
有
効
に

役
立
て
ら
れ
て
い
な
い
現
状
、
あ
る
い
は
指
定
が
ゴ
ー
ル
と
な
っ
て
研
究
の
停
滞

を
招
く
現
実
も
み
ら
れ
、
民
俗
を
め
ぐ
る
文
化
財
保
護
と
調
査
研
究
の
あ
り
方
を

別
途
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
4
） 

事
物
や
事
象
の
有
機
的
関
連
に
配
慮
し
て
社
会
経
済
と
と
も
に
ま
る
ご
と
捉
え
る

姿
勢
は
、
柳
田
の
主
導
し
た
『
山
村
生
活
の
研
究
』（
一
九
三
七
年
）
へ
の
山
口

麻
太
郎
の
批
判
に
通
じ
る
。
ま
た
、
ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
の
同
人
で
あ
っ
た

早
川
が
柳
田
と
袂
を
分
か
ち
、
桜
田
勝
徳
も
晩
年
と
は
い
え
柳
田
存
命
中
に
柳
田

批
判
を
展
開
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
敬
三
と
柳
田
と
の
学
的
視
座
に
は
大
き
な

違
い
も
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
5
） 

こ
の
点
は
、
農
政
官
僚
時
代
に
九
州
・
四
国
を
視
察
し
た
柳
田
が
「
肥
後
の
民
風
」

（
一
九
〇
八
年
）
で
阿
蘇
地
方
の
農
耕
習
俗
に
明
治
農
政
の
論
理
を
そ
の
ま
ま
導

入
す
る
こ
と
を
危
惧
す
る
発
言
に
も
通
じ
て
い
て
興
味
深
い
。
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